
漢
語
「
共
通
」
に
つ
い
て

胡

新

祥

１

は
じ
め
に

現
代
中
国
語
と
日
本
語
に
は
何
れ
も
「
共
通
」
と
い
う
語
が
存
在
し
て
い

る
。
し
か
し
、
日
本
語
で
は
「
共
通
点
・
共
通
の
利
益
」
な
ど
の
よ
う
に
、

「
共
通
」
は
〈
二
つ
、
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
も
の
の
ど
れ
に
も
あ
て
は
ま
る

こ
と
〉
の
意
を
表
す
。
一
方
、
中
国
語
で
は
「
共
通
点
」
な
ど
、
わ
ず
か
な

場
合
以
外
に
は
、
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
し
か

し
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
中
国
語
資
料
に
お
け
る
「
共
通
」
の
使
用
状
況
は
驚

く
ほ
ど
当
時
の
日
本
語
と
一
致
し
て
い
る
。「
共
通
」
と
い
う
語
が
一
体
ど

の
よ
う
に
誕
生
し
、
ま
た
、
日
中
両
国
間
で
往
来
し
て
い
た
か
、
本
稿
で
は

漢
語
「
共
通
」
の
語
誌
、
そ
し
て
日
中
間
で
の
移
動
を
明
ら
か
に
し
た
い
と

思
う
。

２

辞
書
記
述
と
先
行
研
究

ま
ず
、日
中
両
国
の
辞
書
に
お
け
る
「
共
通
」
の
意
味
記
述
を
見
て
お
く
。

『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
小
学
館

第
二
版

二
〇
〇
二
）
で
は
、「
共
通
」

の
意
味
を
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。

二
つ
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
も
の
の
ど
れ
に
も
あ
て
は
ま
り
、
通
用
す
る

こ
と
。
相
通
ず
る
こ
と
。
通
有
。

最
初
に
示
さ
れ
た
例
文
は
、『
一
年
有
半
』
三
〔
中
江
兆
民

一
九
〇
一
〕

の
「
干
戈
を
弭
め
、
貨
幣
を
一
に
し
、
万
国
共
通
の
衙
門
を
設
け
」
で
あ
る

（
本
稿
で
は
、
以
下
、
最
初
に
示
さ
れ
た
例
文
だ
け
を
引
用
す
る
こ
と
に
す

る
）。
こ
れ
が
初
出
の
例
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
日
本
語
に
お
け
る
「
共
通
」

と
い
う
語
の
歴
史
は
そ
れ
ほ
ど
古
く
は
な
く
、
幕
末
・
明
治
期
の
新
造
語
で

あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

一
方
、
中
国
の
『
漢
語
大
詞
典
』（
羅
竹
鳳
他

一
九
八
六
）
で
は
、「
通

於
或
適
於
各
方
面
的；

共
同
」（
各
方
面
に
通
じ
る
、
適
す
る；

共（
１
）同。）
と

意
味
記
述
さ
れ
て
お
り
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
と
ほ
ぼ
同
じ
解
釈
が
記
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
最
初
に
示
さ
れ
た
例
文
は
『
論
中
國
教
育
之
主
義
』〔
劉

顯
志

一
九
〇（
２
）七〕
の
「
極
端
言
之
、即
一
家
族
以
外
之
社
會
的
共
通
事
業
、

亦
非
所
問
也
。」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
最
も
古
い
用
例
が
一
九
〇
七
年

の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
近
代
中
国
語
の
歴
史
を
考
え
る
と
、「
共
通
」
は
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中
国
語
古
来
の
語
で
は
な
く
、
近
代
に
お
い
て
新
し
く
成
立
し
た
も
の
と
見

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
近
代
に
お
い
て
和
製
漢
語
が
大
量
に
中
国
に

逆
輸
入
さ
れ
た
事
実
に
照
ら
す
と
、「
共
通
」
は
当
時
の
中
国
に
輸
入
さ
れ

た
和
製
漢
語
で
あ
る
可
能
性
も
否
め
な
い
。
ま
た
、「
共
通
事
業
」
と
い
う

表
現
は
筆
者
の
中
国
人
話
者
と
し
て
の
感
覚
で
言
う
と
、
や
や
違
和
感
が
あ

り
、
そ
れ
よ
り
も
「
共
同
事
業
」
と
い
う
方
が
現
代
中
国
語
の
感
覚
に
相
応

し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
北
京
大
学
中
国
語
言
学
研
究
中
心
の
Ｃ
Ｃ
Ｌ
語
料
庫
現
代
漢
語

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
検
証
し
た
と
こ
ろ
、「
共
同
事
業
」
が
一
七
八
件
も
ヒ
ッ

ト
し
た
の
に
対
し
て
、「
共
通
事
業
」
は
一
件
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
方
、

現
代
日
本（
３
）語で
は
、
下
記
の
用
例
（
１
）（
２
）
の
よ
う
に
、
数
こ
そ
多
く

は
な
い
が
、「
共
通
事
業
」
と
い
う
表
現
が
確
実
に
存
在
し
て
い
る
。

（
１
）
合
併
前
の
共
通
事
業
と
し
て
、
２
市
１
町
が
協
力
し
た
小
口
融
資
制

度
な
ど
を
提
案
し
た
い
と
い
う
。

（
朝
日
新
聞

二
〇
〇
四
年
十
月
七
日
）

（
２
）
そ
こ
で
共
通
事
業
と
し
て
取
り
組
ま
れ
た
の
が
、
後
継
者
不
足
で
増

え
続
け
た
耕
作
放
棄
地
の
解
消
で
あ
る
。

（
朝
日
新
聞

二
〇
一
四
年
四
月
二
日
）

さ
ら
に
、『
明
治
の
こ
と
ば
辞
典
』（
惣
郷
正
明
・
飛
田
良
文

一
九
八
六
）、

『
現
代
に
生
き
る
幕
末
・
明
治
初
期
漢
語
辞
典
』（
佐
藤
亨

二
〇
〇
七
）、

『
近
現
代
辞
源
』（
黄
河
清

二
〇
一
〇
）
な
ど
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、『
現

代
に
生
き
る
幕
末
・
明
治
初
期
漢
語
辞（
４
）典』
で
は
下
記
の
よ
う
な
記
述
が
見

ら
れ
た
。

き
ょ
う
つ
う
（
ス
）

（
形
動
）

共
通

①
「
欧
米
ノ
商
業
ハ
会
社
ニ
テ
ナ
ル
、
市
街
ノ
商
店
ハ
会
社
ノ
共
通
ニ

テ
、
此
ニ
赴
キ
生
理
ヲ
ナ
ス
」（
久
米
邦
武
・『
米
欧
回
覧
実
記
』
三

桑
方
西
斯
哥
ノ
記

上

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
十
二
月
十
二
日
）

②
「
干
戈
を
弭
め
、
貨
幣
を
一
に
し
、
万
国
共
通
の
衙
門
を
設
け
」（
中

江
兆
民
・
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
年
）『
一
年
有
半
』
三
）

③
「
学
者
作
家
に
共
通
な
る
頭
と
は
、」（
夏
目
漱
石
・
明
治
三
十
八
年

（
一
九
〇
五
）
〜
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』

八
）

意
味

二
つ
以
上
の
も
の
が
ど
れ
に
も
あ
て
は
ま
る
（
こ
と
）。
ま
た
、

そ
の
さ
ま
。

②
の
『
万
国
共
通
の
衙
門
』
の
用
例
が
現
代
日
本
語
に
繋
が
る
も
の
で
、

非
常
に
わ
か
り
や
す
い
の
に
対
し
て
、
①
の
『
米
欧
回
覧
実
記
』
の
用
例
は

成
立
年
代
こ
そ
早
い
が
、「
共
通
」
の
意
味
は
非
常
に
難
解
で
あ
る
。
参
考

と
し
て
、『
現
代
語
訳
特
命
全
権
大
使
米
欧
回
覧
実
記
』（
水
澤
周
訳
注

二

〇
〇
八
）
の
該
当
部
分
の
訳（
５
）文を
次
に
引
用
す
る
。

欧
米
の
商
業
の
多
く
は
会
社
組
織
で
、
市
街
地
の
商
店
も
会
社
の
も
の

で
あ
る
。
そ
こ
に
出
掛
け
て
行
っ
て
仕
事
を
す
る
の
は
、
ち
ょ
う
ど
官

吏
が
役
所
に
通
う
の
と
同
じ
で
あ
る
。

「
市
街
ノ
商
店
ハ
会
社
ノ
共
通
ニ
テ
」
を
「
市
街
地
の
商
店
も
会
社
の
も

の
で
あ
る
」
と
翻
訳
し
て
い
て
、
こ
こ
に
お
け
る
「
共
通
」
は
今
日
の
〈
二

つ
以
上
の
も
の
の
ど
れ
に
も
あ
て
は
ま
る
〉
と
い
う
意
に
は
距
離
が
あ
り
、

そ
の
意
味
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

３

古
代
中
国
語
に
お
け
る
「
共
通
」

古
代
中
国
語
に
お
け
る
「
共
通
」
の
使
用
状
況
を
究
明
す
る
た
め
に
、
北
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京
大
学
Ｃ
Ｃ
Ｌ
語
料
庫
、
中
央
研
究
院
漢
籍
全
文
資
料
庫
、
彫
龍
中
国
古
籍

庫
な
ど
の
古
代
中
国
語
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
し
て
精
査
し
た
結
果
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

（
３
）
時
有
東
海
蕭
建
為
瑯
邪
相
、
治
莒
、
保
城
自
守
、
不
與
布
通
。
布
與

建
書
曰：
「
天
下
舉
兵
、
本
以
誅
董
卓
耳
。
中
略
。
莒
與
下
�
相
去
不

遠
、
宜
當
共
通
。
…
中
略
…
可
取
布
書
與
智
者
詳
共
議
之
。」

（『
漢
末
英
雄
伝
』
王
粲

約
二
〇
八
年
）

（
４
）
假
令
為
仙
者
、
以
薬
石
煉
其
形
、
以
精
霊
瑩
其
神
、
以
和
気
濯
其
質
、

以
善
徳
解
其
纏
、
衆
法
共
通
、
無
碍
無
滞
。

（『
芸
文
類
聚
』
七
十
八
欧
陽
詢
他

六
二
四
年
）

（
５
）
触
目
相
呈
、
理
既
共
通
、
何
不
自
会
？

（『
祖
堂
集
』
泉
州
招
慶
寺
静
・
筠
二
禅
僧

九
五
二
年
）

（
６
）
由
靈
公
與
孔
寧
、
儀
行
父
等
君
臣
竝
淫
於
其
國
之
内
、
共
通
夏
姫
、

國
人
效
之
、
男
女
遞
相
悅
愛
、
為
此
淫
�
。

（『
毛
詩
正
義
』
孔
穎
達

六
四
二
年
）

（
７
）
陳
靈
公
與
大
夫
孔
寧
儀
共
通
於
夏
姫
、
廢
失
朝
政
。
徵
舒
遂
殺
靈
公

及
申
公
蓋
、
將
夏
姫
來
奔
於
晉
、
晉
人
殺
巫
臣
、
又
娶
夏
姫
。

（『
孟
子
注
疏
』
孫
奭

北
宋
）

（
８
）
大
定
二
十
二
年
定
制
、
會
試
毎
場
十
五
題
、
三
場
共
通
三
十
六
條
以

上
、
文
理
優
、
擬
斷
當
、
用
字
切
者
、
為
中
選
。

（『
金
史
』
脱
脱
他

一
三
四
四
年
）

（
９
）
經
童
之
制
、
凡
士
庶
子
年
十
三
以
下
、
能
誦
二
大
經
、
三
小
經
、
又

誦
論
語
諸
子
及
五
千
字
以
上
、
府
試
十
五
題
通
十
三
以
上
、
會
試
毎
場

十
五
題
、
三
場
共
通
四
十
一
以
上
、
為
中
選
。

（『
金
史
』
脱
脱
他

一
三
四
四
年
）

（
１０
）
若
諸
子
之
學
同
出
於
聖
人
、
諸
史
則
該
古
今
興
亡
治
亂
得
失
之
變
、

皆
不
可
闕
者
。
而
學
者
一
旦
豈
能
盡
通
？
若
合
所
當
讀
之
書
而
分
之
以

年
、
使
之
各
以
三
年
而
共
通
其
三
四
之
一
。

（『
宋
史
』
脱
脱
・
阿
魯
図
他

一
三
四
五
年
）

（
１１
）
釋
例
曰：

凡
十
二
月
而
節
氣
有
二
十
四
、
共
通
三
百
六
十
六
日
、
分

為
四
時
、
間
之
以
閏
月
、
故
節
未
必
恒
在
其
月
初
。

（『
春
秋
左
伝
正
義
』
孔
穎
達

唐
）

（
１２
）
衆
弟
兄
們
商
量
了
、
�
們
三
十
箇
人
、
各
人
出
一
百
箇
銅
錢
、
共
通

三
千
箇
銅
錢
、
勾
使
用
了
、
著
張
三
買
羊
去
、
買
二
十
箇
好
肥
羊
。

（『
朴
通
事
諺
解
』

元
末
明
初
）

（
１３
）
我
共
通
十
一
箇
馬
、
量
著
六
斗
料
與
十
一
束
草
著
、
這
�
刀
不
快
、

許
多
草
幾
時
切
得
了
。
主
人
家
、
別
處
快
�
刀
借
一
箇
來
。

（『
老
乞
大
諺
解
』

元
末
明
初
）

（
１４
）
你
通
幾
箇
人
幾
箇
馬
、
我
共
通
四
箇
人
、
十
箇
馬
、
車
子
有
麼
、
車

子
沒
。

（『
老
乞
大
諺
解
』

元
末
明
初
）

（
１５
）
我
且
聽
你
定
的
價
錢
、
這
五
匹
好
馬
、
毎
一
匹
八
兩
銀
子
、
通
該
四

十
兩
、
這
十
箇
歹
馬
、
毎
一
箇
六
兩
銀
子
、
通
該
六
十
兩
、
共
通
一
百

兩
。

（『
老
乞
大
諺
解
』

元
末
明
初
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
（
３
）
の
『
漢
末
英
雄
伝
』（
王
粲

約
二
〇
八
年
）
が

最
も
古
い
。「
当
時
東
海
人
の
蕭
建
は
瑯
邪（
６
）相を
担
任
し
、
莒
と
い
う
所
を

治
め
る
。
籠
城
し
て
守
備
し
、
呂
布
と
は
通
好
し
な
い
。
そ
の
た
め
、
呂
布

は
蕭
建
に
書
簡
を
送
り
、
曰
く
、『
あ
な
た
の
莒
と
わ
た
し
の
下
�
は
そ
れ

ほ
ど
遠
く
な
い
か
ら
、
お
互
い
に
通
好
し
あ
う
べ
き
で
あ
る
』」
と
い
う
よ

う
な
内
容
で
あ
る
。
こ
の
「
共
通
」
は
〈
往
来
し
あ
う
、
通
好
し
あ
う
〉
と

解
釈
さ
れ
る
。（
４
）
の
「
衆
法
共
通
」
は
〈
す
べ
て
の
方
法
が
相
通
じ
る
〉、
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（
５
）
の
「
理
既
共
通
」
は
〈
理
が
既
に
相
通
じ
る
〉
と
い
う
意
で
、
こ
れ

ら
の
「
共
通
」
は
〈
二
つ
以
上
の
も
の
が
ど
れ
に
も
当
て
は
ま
る
〉
と
い
う

意
で
あ
る
。（
６
）
と
（
７
）
は
出
典
が
違
う
も
の
の
、
同
じ
事
柄
を
述
べ

て
い
る
。
春
秋
時
代
（
紀
元
前
七
七
〇
〜
紀
元
前
四
七
六
年
）
に
、
陳
と
い

う
国
の
王
・
陳
霊
公
が
臣
下
と
と
も
に
夏
姫
と
い
う
婦
人
に
〈
密
通
、
私
通

す
る
〉
と
い
う
意
で
あ
る
。（
８
）（
９
）
は
金
王
朝
（
一
一
一
五
〜
一
二
三

四
年
）
の
科
挙
制
度
、（
１０
）
は
南
宋
（
一
一
二
七
年
〜
一
二
七
九
年
）
の

科
挙
制
度
に
対
す
る
朱
熹
の
私
見
、
い
ず
れ
も
〈
精
通
す
る
の
が
併
せ
て
〉

と
い
う
意
味
合
い
で
あ
る
。（
１１
）
〜
（
１５
）
は
〈
合
計
、
全
部
〉
と
解
釈

さ
れ
る
も
の
で
、
た
と
え
ば
、（
１２
）
の
「
�
們
三
十
箇
人
、
各
人
出
一
百

箇
銅
錢
、
共
通
三
千
箇
銅
錢
」
は
〈
我
た
ち
三
十
人
、
そ
れ
ぞ
れ
百
の
銅
銭

を
出
せ
ば
、
合
計
三
千
個
の
銅
銭
と
な
る
〉
と
い
う
意
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、

「
與
君
十
載
游
、
共
通
金
門
籍
」（
杜
甫
）
の
よ
う
に
〈
共
に
通
う
〉
と
い

う
意
、「
共
通
庫
遺
失
銀
兩
。
懇
免
報
銷
。」（『
大
清
德
宗
景
皇
帝
実
録
』）

の
よ
う
に
〈
お
互
い
に
通
報
す
る
〉
と
い
う
意
も
散
見
し
て
い
る
。

４

造
語
法
で
見
る
「
共
通
」

上
記
の
よ
う
に
、
古
代
中
国
語
に
お
け
る
「
共
通
」
の
使
い
方
は
実
に
多

種
多
様
で
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
、
下
記
の
よ
う
に
な
る
。

共

通

用
例

Ａ

共
に
、
お
互
い
に

通
好
、
往
来
す
る

用
例
３

Ｂ

共
に
、
お
互
い
に

通
じ
る

用
例
４
、
５

Ｃ

共
に

密
通
、
私
通
す
る

用
例
６
、
７

Ｄ

併
せ
て
、
全
部

精
通
す
る

用
例
８
〜
１０

Ｅ

全
部

全
部

用
例
１１
〜
１５

Ｆ

共
に

通
う

共
通
金
門
籍

Ｇ

お
互
い
に

通
報
す
る

共
通
庫
遺
失
銀
兩

Ｅ
を
除
く
「
共
通
」
の
造
語
法
を
分
析
す
る
と
、
い
ず
れ
も
「
副
詞
＋
動

詞
」
と
い
う
構
造
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
共
」
は
〈
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
〉

と
い
う
意
を
表
し
、
後
に
く
る
「
通
」
の
意
に
よ
っ
て
、
様
々
な
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
呈
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｅ
「
全
部
、
合
計
」
の
意
を
表

す
「
共
通
」
は
全
く
違
う
タ
イ
プ
で
あ
り
、
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は

「
副
詞
＋
動
詞
」
で
は
な
く
、「
副
詞
＋
副
詞
」
と
い
う
並
列
構
造
で
あ
り
、

つ
ま
り
「
共
」
も
「
通
」
も
い
ず
れ
も
「
あ
わ
せ
て
、
全
部
」
と
い
う
意
を

表
す
も
の
で
あ
る
。

副
詞
の
「
通
」
に
つ
い
て
は
『
漢
語
大
詞（
７
）典』
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ

る
。

若
非
天
然
聚
会
、
怎
想
今
日
得
大
将
趙
雲
。
趙
雲
兵
三
千
、
通
有
五
千

軍
。

（『
三
国
志
平
話
』
作
者
不
詳

元
）

訳
文：

巡
り
合
わ
せ
の
邂
逅
で
な
け
れ
ば
、
本
日
、
名
将
の
趙
雲
が
俺

の
家
来
に
な
れ
る
も
の
か
。
趙
雲
の
兵
力
は
三
千
、
こ
れ
で
合
計
五
千

と
な
る
。

金
剛
経
凡
六
訳
、
今
多
行
鳩
摩
羅
什
本
、
通
五
千
二
百
八
十
七
言
。

（『
金
剛
経
書
後
一
』
惲
敬

清
）

訳
文：

『
金
剛
経
』
は
お
よ
そ
六
種
の
訳
本
が
あ
り
、
い
ま
流
行
っ
て

い
る
の
は
鳩
摩
羅
什
本
、
合
計
五
千
二
百
八
十
七
字
が
あ
る
。

古
代
中
国
語
に
お
け
る
「
共
通
」
の
意
は
多
様
で
あ
る
が
、〈
合
計
、
全

部
〉
を
意
味
す
る
「
共
通
」
を
除
く
と
、
い
ず
れ
も
使
用
頻
度
が
非
常
に
低

い
。
そ
の
た
め
、〈
合
計
、
全
部
〉
の
意
以
外
の
「
共
通
」
は
語
と
し
て
熟
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し
て
い
な
い
、
臨
時
的
な
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

５

同
義
語
の
「
共
通
」
と
「
通
共
」

他
方
、「
副
詞
＋
副
詞
」
の
並
列
構
造
で
あ
る
〈
合
計
、
全
部
〉
の
意
を

表
す
「
共
通
」
は
、
使
用
数
も
多
く
、
ま
た
副
詞
と
し
て
の
独
立
性
を
有
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
語
と
見
做
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
出
典

を
見
る
と
、
漢
籍
は
『
春
秋
左
伝
正
義
』
の
み
で
、
他
は
い
ず
れ
も
『
朴
通

事
諺
解
』、『
老
乞
大
諺
解
』、『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
と
い
う
朝
鮮
に
お
け
る
漢

文
の
記
録
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
朴
通
事
諺
解
』
の
「
通
事
」
は
〈
通
訳
〉

と
い
う
意
で
、「
朴
」
は
朝
鮮
に
お
い
て
よ
く
見
ら
れ
る
苗
字
で
あ
る
。『
老

乞
大
諺
解
』
の
「
乞
大
」
は
中
国
北
部
に
居
住
し
た
モ
ン
ゴ
ル
系
の
遊
牧
民

族
・
契
丹
（K

hitai

）
の
音
訳
で
、「
老
乞
大
」
は
〈
中
国
通
〉
と
い
う
意

で
あ
る
。

用
例
１１
〜
１５
の
共
通

意
味

出
典

性
格

回
数

合
計
、
全
部
『
春
秋
左
伝
正
義
』

漢
籍

１

合
計
、
全
部
『
朴
通
事
諺
解
』

朝
鮮
王
朝
の
漢
語
教
科
書

１

合
計
、
全
部
『
老
乞
大
諺
解
』
上
巻

朝
鮮
王
朝
の
漢
語
教
科
書

５

合
計
、
全
部
『
朝
鮮
王
朝
實
錄
』

朝
鮮
王
朝
の
漢
文
記
録

１２

実
は
現
代
中
国
語
で
は
〈
合
計
、
全
部
〉
を
意
味
す
る
「
共
通
」
と
い
う

使
用
は
な
い
。
古
代
中
国
に
お
い
て
も
、
管
見
に
よ
れ
ば
、
上
記
の
『
春
秋

左
伝
正
義
』
の
一
例
の
み
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
『
老
乞
大
諺
解
』
な
ど
の

朝
鮮
に
お
け
る
漢
文
の
記
録
に
見
ら
れ
る
「
共
通
」
は
、
可
能
性
と
し
て

「
通
共
」
の
字
順
反
転
語
で
あ
り
、
朝
鮮
に
お
け
る
独
特
の
表
現
か
と
考
え

ら
れ
る
。

『
漢
語
大
詞
典
』
で
は
「
通（
８
）共」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。

（
１
）
全
部
、
一
起
。（
全
部
、
一
緒
）

＊
漢
書
・
遊
侠
伝
・
原
渉
〔
八
〇
年
頃
〕〈
班
固
〉「
天
下
殷
富
、
大
郡

二
千
石
死
官
、賦
斂
送
葬
皆
千
万
以
上
、妻
子
通
共
受
之
、以
定
産
業
。」

（
２
）
共
計
、
一
共
。（
合
計
、
全
部
）

＊
水
滸
伝
〔
元
末
明
初
〕〈
施
耐
庵
或
は
羅
貫
中
〉「
王
慶
勢
愈
猖
獗

…
…
通
共
占
据
八
座
軍
州
、
八
十
六
个
州
県
。」

＊
紅
楼
夢
〔
清
代
初
期
〕〈
曹
雪
芹
・
高
鶚
〉
三
「
我
已
経
五
十
歳
的

人
、
通
共
剰
了
他
一
個
。」

＊
困
獣
記
〔
一
九
四
五
年
〕〈
砂
汀
〉「
儞
通
共
才
好
幾
畝
庄
稼
�
！
」

ま
た
一
九
世
紀
に
成
立
し
た
宣
教
師
の
『
英
華
字
典
』
に
お
い
て
も
、
こ

れ
を
克
明
に
記
録
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、D

oolittle

の
『
英
華
萃
林
韻

（
９
）府』
に
は
「T

otal,
the
sum

通
共
、
共
計
、
合
共
、
一
總
、
共
計
」、

W
ilhelm

Lobscheid

の
『
英
華
字（

１０
）典』
に
は
「general

統
的
、
通
共

�
、
公
�
」
と
あ
る
。

『
老
乞
大
諺
解
』
で
は
「
共
通
」
の
ほ
か
、
下
記
の
（
１６
）
〜
（
１８
）
の

よ
う
に
「
通
該
」「
通
是
」、
ま
た
「
通
＋
数
量
詞
或
は
数
量
疑
問
詞
」
の
よ

う
な
表
現
も
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
表
現
は
管
見
に
よ
れ
ば
古
代
中
国
語
に

は
ほ
ぼ
皆
無
の
状
態
で
あ
る
。
ま
た
、
中
国
語
で
は
普
通
に
使
わ
れ
て
い
た

「
通
共
」
が
『
老
乞
大
諺
解
』
で
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、〈
合

計
、
全
部
〉
の
意
を
表
す
「
共
通
」
は
当
時
の
朝
鮮
に
お
け
る
独
特
の
表
現

と
理
解
し
て
よ
か
ろ
う
。

（
１６
）
草
十
一
束
、
毎
束
十
箇
錢
、
該
一
百
一
十
錢
、
通
該
五
百
箇
錢
。
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（
１７
）
二
十
箇
錢
燒
餅
、
三
十
箇
錢
羊
肉
、
通
是
五
十
箇
錢
。

（
１８
）
你
通
幾
箇
人
幾
箇
馬
？
我
共
通
四
箇
人
、
十
箇
馬
。
車
子
有
麼
？
車

子
沒
。

実
は
『
老
乞
大
諺
解
』
で
は
こ
う
し
た
朝
鮮
に
お
け
る
独
特
の
表
現
が
他

に
も
あ
り
、
前
掲
（
１３
）
の
「
別
處
快
�
刀
借
一
箇
來
」
は
、
正
し
い
中
国

語
表
現
で
は
Ｓ
Ｖ
Ｏ
語
順
の
「
快
從
別
處
借
一
箇
�
刀
來
。」〈
早
く
別
の
所

か
ら
草
切
を
一
個
借
り
て
き
て
く
だ
さ
い
。〉
で
あ
る
。
原
文
で
、
目
的
語

の
「
�
刀
」（
草
切
り
）
が
動
詞
の
「
借
」（
借
り
る
）
の
前
に
く
る
の
は
Ｓ

Ｏ
Ｖ
語
順
の
朝
鮮
に
お
け
る
独
特
の
表
現
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

６

近
代
中
国
語
に
お
け
る
「
共
通
」

近
代
中
国
語
に
お
け
る
「
共
通
」
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
、
彫
龍
中
国
古

籍
数
据
庫
、
中
華
経
典
古
籍
庫
な
ど
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
し
つ
つ
、『
申

（
１１
）報』
を
中
心
に
調
べ
て
み
る
と
、
だ
い
た
い
一
九
〇
六
年
を
境
と
し
て
「
共

通
」
が
『
申
報
』
に
爆
発
的
に
登
場
し
て
く
る
。そ
の
意
味
は
〈
相
通
ず
る
、

全
て
に
通
じ
る
〉
が
中
心
で
あ
る
が
、〈
往
来
し
あ
う
、
交
流
し
あ
う
〉
な

ど
の
例
も
少
し
見
ら
れ
る
。

（
１９
）
日
本
憲
政
黨
根
津
嘉
一
郎
、
日
前
於
代
議
士
總
會
提
出
設
立
日
清
行

一
案
…
中
略
…
亦
極
切
當
惟
資
本
之
共
通
與
利
害
之
共
通
相
伴
。
此
兩

者
其
初
則
與
經
濟
上
有
密
切
的
關
係
、
其
結
果
必
延
之
於
政
治
上
的
關

係
。

（
申
報

一
九
〇
六
年
三
月
）

（
２０
）
甲
與
乙
有
共
通
之
權
利
。
卽
共
同
權
也
。
又
如
著
者
與
書
肆
共
通
而

有
某
書
之
版
權
。
亦
卽
共
同
權
也
凡
有
權
利
者
於
權
利
如
何
行
使
處
分

之
實
用
上
以
區
別
此
點
爲
必
要
。

（
申
報

一
九
〇
六
年
四
月
）

（
２１
）
世
界
語
者
萬
國
共
通
人
類
統
一
之
語
、
也
躋
五
洲
於
同
堂
、
洽
感
情

於
寰
宇
、
舍
此
其
焉
屬
哉
。

（
申
報

一
九
〇
九
年
三
月
）

（
２２
）
擬
毎
年
六
月
内
各
省
推
員
到
上
海
聚
會
、就
各
省
利
害
共
通
之
議
案
、

互
相
研
究
以
謀
一
致
。

（
申
報

一
九
一
〇
年
一
月
）

（
２３
）
故
爲
此
協
約
即
冀
其
與
日
英
同
盟
條
約
相
似
、
而
以
保
全
支
那
維
持

商
業
均
等
主
義
、
保
全
在
支
那
之
共
通
與
相
互
之
利
益
爲
口
實
、
且
確

定
白
令
海
峽
斐
律
賓
樺
太
等
處
兩
國
之
漁
業
權
。

（
申
報

一
九
一
〇
年
五
月
）

（
２４
）
毎
年
八
月
開
常
會
一
次
其
應
行
議
决
及
商
榷
之
事
件
如
左
一
関
係
全

國
報
界
共
通
利
害
問
題
二
須
用
本
會
全
體
名
義
執
行
之
對
外
事
件
三
對

於
政
治
上
外
交
上
言
論
之
範
圍
四
修
改
章
程
。

（
申
報

一
九
一
〇
年
九
月
）

（
２５
）
今
日
以
後
來
往
益
繁
、
貿
易
益
盛
。
經
濟
上
不
認
國
家
之
藩
籬
、
利

害
業
已
共
通
。
即
如
政
府
與
政
府
之
交
渉
、
有
時
硬
塞
亦
得
由
國
民
利

益
上
調
攝
疏
通
。

（
申
報

一
九
一
〇
年
九
月
）

（
２６
）
本
書
有
四
長
、
一
可
爲
完
全
法
學
專
就
法
理
觀
察
無
政
治
見
解
歷
史

感
情
攙
於
其
間
。
二
可
爲
世
界
法
學
説
明
世
界
共
通
法
理
、
不
偏
於
一

國
一
地
之
特
別
情
形
。

（
申
報

一
九
一
〇
年
十
一
月
）

（
２７
）
一
曰
以
音
樂
化
其
各
個
性
而
成
一
共
通
性
也
。
兒
童
之
性
。
彼
此
各

殊
。
今
化
以
統
一
之
音
樂
。
唱
則
俱
唱
。
止
則
俱
止
。
養
成
其
共
同
一

致
之
習
慣
。

（
申
報

一
九
一
一
年
二
月
）

（
２８
）
二
日
本
人
爲
尊
重
日
清
兩
國
共
通
之
利
益
、
當
注
意
今
回
之
日
清
借

欵
法
。

（
申
報

一
九
一
一
年
四
月
）

注：

＊
が
付
い
て
い
る
と
こ
ろ
は
筆
者
が
、
中
国
語
と
し
て
不
自
然
な
表

現
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
代
中
国
語
な
ら
「
共
同
」
と
す
べ
き
で
あ
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る
。

内
容

意
味

１９

資
本
之
共
通

資
本
の
往
来
、
交
流

＊
利
害
之
共
通
相
伴

利
害
が
共
に
あ
る

２０

＊
甲
與
乙
有
共
通
之
權
利

甲
と
乙
に
相
通
ず
る
権
利

＊
共
通
而
有
某
書
之
版
權

と
あ
る
本
の
版
権
を
同
時
に
持
つ

２１

萬
國
共
通
、
人
類
統
一
之
語

万
国
に
通
じ
る
、
人
類
統
一
の
言
葉

２２

＊
各
省
利
害
共
通
之
議
案

各
省
の
利
害
に
相
通
ず
る
議
案
か

２３

在
支
那
之
共
通
與
相
互
之
利
益

支
那
に
相
通
ず
る
及
び
相
互
利
益

２４

＊
全
國
報
界
共
通
利
害
問
題

全
国
新
聞
界
に
相
通
ず
る
利
害
問
題

２５

利
害
業
已
共
通

利
害
が
既
に
相
通
ず
る

２６

説
明
世
界
共
通
法
理

世
界
に
通
用
す
る
法
理
を
説
明
す
る

２７

而
成
一
共
通
性
也
。

音
楽
が
個
々
の
個
性
を
通
性
に
し
て

く
れ
る

２８

＊
日
清
兩
國
共
通
之
利
益

日
清
両
国
に
相
通
ず
る
利
益

７

申
報
に
見
ら
れ
る
不
自
然
な
使
い
方

２
で
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
漢
語
大
詞
典
』
の
最
初
の
例
文
「
極
端
言

之
、
即
一
家
族
以
外
之
社
會
的
共
通
事
業
、
亦
非
所
問
也
。」（『
論
中
國
教

育
之
主
義
』
劉
顯
志

一
九
〇
七
）
の
「
共
通
事
業
」
が
中
国
語
と
し
て
は

不
自
然
で
「
共
同
事
業
」
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、『
申
報
』
に
は
そ
の
よ
う

な
現
代
中
国
語
と
し
て
不
自
然
な
使
い
方
が
数
多
く
み
ら
れ
る
。
下
記
の
表

で
そ
の
問
題
点
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、「
共
通
相
伴
＆
共
同
相
伴
」、「
共

通
權
利
＆
共
同
権
利
」
な
ど
を
、
北
京
大
学
の
Ｃ
Ｃ
Ｌ
現
代
中
国
語
数
据
庫

で
検
証
し
た
結
果
も
併
せ
て
示
し
て
お
く
。

利
害
之
共
通
相
伴

意
味
不
明
、強
い
て
言
え
ば「
共
同
」の
方
が
よ
い
。

共
通
相
伴
０
件

共
同
相
伴
０
件

共
通
之
權
利

現
代
中
国
語
で
は
「
共
同
」
と
す
べ
き

共
通
權
利
０
件

共
同
権
利
二
件

共
通
而
有

現
代
中
国
語
で
は
「
共
同
」
と
す
べ
き

共
通
擁
有
０
件

共
同
擁
有
一
七
五
件

利
害
共
通
之
議
案

意
味
不
明
、強
い
て
言
え
ば「
共
同
」の
方
が
よ
い
。

共
通
與
相
互
之
利
益

現
代
中
国
語
で
は
「
共
同
」
と
す
べ
き

共
通
利
益
一
件

共
同
利
益
二
五
七
五
件

報
界
共
通
利
害
問
題

現
代
中
国
語
で
は
「
共
同
」
と
す
べ
き

共
通
利
害
０
件

共
同
利
害
七
件

注
重
全
国
之
共
通
問
題

現
代
中
国
語
で
は
「
共
同
」
と
す
べ
き

共
通
問
題
一
件

共
同
問
題
一
三
七
件

共
通
担
保
抵
押

現
代
中
国
語
で
は
「
共
同
」
と
す
べ
き

共
通
担
保
０
件

共
同
担
保
四
件

人
類
之
共
通
性
質

現
代
中
国
語
で
は
「
共
同
」
と
す
べ
き

共
通
性
質
０
件

共
同
性
質
七
件

上
記
の
表
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
『
申
報
』
に
見

ら
れ
る
「
共
通
相
伴
・
共
通
權
利
・
共
通
擁
有
・
共
通
利
益
・
共
通
利
害
」

な
ど
の
表
現
は
現
代
中
国
語
で
は
す
で
に
消
滅
し
、
そ
の
代
わ
り
に
「
共
同

擁
有
・
共
同
利
益
・
共
同
問
題
」
な
ど
と
使
用
さ
れ
て
い
る
。『
申
報
』
に

は
現
代
中
国
語
と
し
て
は
不
自
然
な
使
い
方
は
、
紙
幅
の
関
係
で
一
々
列
挙

し
な
い
が
、
ほ
か
に
も
数
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

さ
て
、
近
代
中
国
語
に
お
い
て
「
共
通
」
は
不
自
然
な
用
例
が
多
く
、
し
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か
も
一
九
〇
六
年
を
境
と
し
て
突
如
お
び
た
だ
し
く
使
用
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
最
初
の
例
文
（
１９
）
が
、
日
本
側
が
清
国
に
日
清
銀
行
を
設
立
す
る
と

建
議
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、「
共
通
」
が
中
国
語
内

部
で
独
自
に
変
化
し
た
の
で
は
な
く
、
日
本
語
か
ら
の
借
用
語
で
あ
る
可
能

性
が
非
常
に
高
い
。
し
か
し
、
来
華
宣
教
師
た
ち
に
よ
る
造
語
の
可
能
性
も

否
め
な
い
。
し
か
し
、
宣
教
師
た
ち
に
よ
る
英
華
字
典
を
精
査
し
て
も
「
共

通
」
と
い
う
語
は
見
当
た
ら
ず
、W

ilhelm
Lobscheid

の
『
英
華
字（

１２
）典』

と
井
上
哲
次
郎
の
『
增
訂
英
華
字（

１３
）典』
で
は
、「com

m
on

、
共
、
通
」
と

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
同
義
関
係
の
「
共
」
と
「
通
」
を
羅
列

し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

８

古
典
日
本
語
に
お
け
る
「
共
通
」

古
典
日
本
語
に
お
け
る
「
共
通
」
に
つ
い
て
、
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
、
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
、
日
本
古
典
書
籍
庫
な
ど
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
し

て
精
査
し
た
と
こ
ろ
、
確
実
に
「
共
通
」
と
確
定
で
き
た
の
は
以
下
の
三
件

で
あ
っ
た
。

（
２９
）
康
和
三
年
冬
十
一
月
、
承
保
上
皇
於
鳥
羽
離
宮
啓
講
場
。
耀
尚
少
。

擢
應
�
選
。
耀
善
筆
翰
。
梵
漢
共
通
。
延
久
五
年
。
成
尋
法
師
入
宋
。

索
耀
寫
焚
字
曼
荼
羅
。
又
多
書
楷
字
。

（『
元
亨
釈
書
』
虎
関
師
錬

一
三
二
二
年
）

釈
慶
耀
と
い
う
方
は
若
い
け
れ
ど
、
筆
と
文
章
に
長
け
て
い
て
、
梵
語
に

も
漢
語
に
も
精
通
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
り
、
こ
の
「
共
通
」
は
〈
共
に
通

じ
る
〉
の
意
と
解
釈
さ
れ
る
。

（
３０
）
蝋
梅
双
蕚
雪
、
春
桂
一
枝
風
、
花
在
公
園
裡
、
清
香
心
共
通
。

（『
竹
洞
先
生
詩
文
集
』
人
見
竹
洞

江
戸
前
期
）

「
雪
霽
手
折
蠟
梅
桂
枝
呈
藤
君
承
」
と
い
う
題
で
読
ま
れ
た
漢
詩
で
、
蝋

梅
、
春
桂
の
枝
を
送
り
、
花
の
爽
や
か
な
香
り
が
、
わ
た
し
と
あ
な
た
の
心

に
と
も
に
通
じ
る
だ
ろ
う
と
い
う
内
容
で
、
こ
の
「
共
通
」
も
〈
共
に
通
じ

る
〉
と
解
釈
さ
れ
る
。

（
３１
）
和
朝
鮮
滄
浪
洪
世
泰

良
霄
歓
邂
逅
、
逓
筆
問
渚
音
、
月
霽
秋
風
爽
、
玉
壷
一
片
心
。

壬
戍
天
和
三
年
秋
八
月
二
十
四
日
之
夕
、
会
滄
浪
子
亍
客
舘
、
剪
燭
打

話
初
以
指
画
地
、
後
則
逓
筆
相
笑
、
両
情
共
通
如
深
交
之
久
。
子
偶
書

途
中
所
詠
三
章
以
投
示
之
欲
和
之
而
自
嫌
�
語
之
滯
既
而
到
曉
相
。

（『
竹
洞
人
見
先
生
後
集
』
人
見
竹
洞

江
戸
前
期
）

作
者
は
朝
鮮
人
の
隠
士
洪
世
泰
氏
と
宿
で
面
会
し
、
最
初
は
指
で
地
面
に

字
を
書
き
、
後
で
筆
を
渡
し
共
に
笑
い
、
意
気
投
合
し
て
ま
さ
に
深
い
交
わ

り
の
よ
う
で
あ
る
と
い
う
意
で
、
こ
の
「
共
通
」
は
〈
相
通
ず
る
〉
と
解
釈

さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
古
典
日
本
語
に
お
け
る
「
共
通
」
の
使
用
例
は
わ
ず
か
で

あ
り
、
そ
れ
を
使
用
者
は
い
ず
れ
も
漢
文
素
養
の
高
く
、
し
か
も
漢
文
系
の

文
章
に
し
か
用
い
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

９

明
治
期
以
降
の
日
本
語
に
お
け
る
「
共
通
」

現
代
日
本
語
に
お
け
る
「
共
通
」
は
〈
二
つ
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
も
の
の

ど
れ
に
も
あ
て
は
ま
る
こ
と
〉
と
い
う
意
と
な
っ
て
い
る
が
、
明
治
期
に
お

い
て
は
多
種
多
様
な
意
味
で
用
い
ら
れ
、「
共
同
」
や
「
共
有
」
な
ど
と
の

境
界
線
も
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
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９.１

現
代
日
本
語
に
繋
が
る
「
共
通
」

（
３２
）
第
十
四
章

万
国
共
通
貨
幣

終
ニ
万
国
同
一
ナ
ル
貨
幣
制
度
ノ
行

ハ
ル
ヘ
キ
ニ
至
ル
コ
ト
ヲ
心
ニ
認
メ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
巳
ニ
今
日
ニ
於
テ

万
国
共
通
ノ
諸
般
ノ
制
度
著
々
行
ハ
レ
来
リ
。

（『
貨
幣
論
』
長
崎
剛
十
郎

一
八
八
一
年
）

全
世
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い
、
国
の
壁
を
越
え
た
世
界
の
各
国
に
通

じ
る
諸
々
の
制
度
が
着
々
と
設
け
ら
れ
、
こ
こ
で
言
う
「
万
国
共
通
」
の
貨

幣
も
ま
さ
に
そ
の
一
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
〈
二
つ
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
も

の
の
ど
れ
に
も
あ
て
は
ま
る
こ
と
〉
の
意
と
解
釈
さ
れ
る
。
ま
た
、
下
記
の

用
例
（
３３
）
の
「
共
通
の
通
し
切
符
」
と
（
３４
）
の
「
共
通
切
符
」
は
い
ず

れ
も
〈
あ
る
範
囲
で
通
用
す
る
〉
と
い
う
意
で
あ
る
。

（
３３
）
日
本
郵
船
会
社
定
期
船
と
接
続
し
て
船
客
貨
物
を
互
換
し
殊
に
御
便

利
の
為
め
両
社
結
約
の
上
船
客
貨
物
と
も
共
通
の
通
し
切
符
と
発
行

し
。

（
朝
日
新
聞

一
八
九
三
年
一
月
二
十
五
日
）

（
３４
）
呉
服
屋
共
通
切
符

過
日
組
織
し
た
る
東
京
呉
服
商
組
合
は
目
下
六

百
余
軒
あ
り
今
度
右
組
合
中
共
通
の
呉
服
切
符
を
発
行
す
る
事
と
な

り
。
中
略
。
甲
店
に
て
呉
服
切
符
を
買
入
れ
乙
店
其
他
何
れ
に
て
も
組

合
員
中
な
れ
ば
其
切
符
を
以
て
呉
服
物
を
買
入
れ
る
事
を
得
せ
し
む
る

便
法
。

（
朝
日
新
聞

一
八
九
六
年
三
月
三
十
一
日
）

筆
者
の
調
査
し
た
範
囲
で
は
、
だ
い
た
い
一
八
七
〇
年
代
の
後
半
か
ら

「
共
通
」
が
文（

１４
）献に
見
ら
れ
始
め
、
そ
の
一
つ
の
使
い
方
は
上
記
の
〈
二
つ

ま
た
は
そ
れ
以
上
の
も
の
の
ど
れ
に
も
あ
て
は
ま
る
こ
と
〉
と
い
う
意
味

で
、
こ
れ
が
現
代
日
本
語
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
代
日
本
語
で

は
見
ら
れ
な
い
他
動
詞
の
用
法
も
散
見
す
る
。

（
３５
）
関
門
税
関
手
続
共
通

関
門
開
港
区
域
を
異
に
し
た
る
が
為
め
不
便

少
な
か
ら
ず
然
れ
ば
税
関
手
続
き
を
共
通
す
る
様
請
願
せ
ん
と
有
志
者

協
議
中
な
り
。

（
朝
日
新
聞

一
八
九
九
年
八
月
十
日
）

「
税
関
手
続
き
を
共
通
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
現
代
日
本
語
で
は
「
税

関
手
続
き
を
共
通
の
も
の
に
す
る
」、「
税
関
手
続
き
を
共
通
化
す
る
」、
あ

る
い
は
「
税
関
手
続
き
を
共
通
さ
せ
る
」
に
当
た
る
。

９.２
「
共
同
」、「
共
有
」
な
ど
と
混
同
さ
れ
る
「
共
通
」

現
代
日
本
語
で
の
「
共
通
」
は
「
共
通
点
」「
共
通
問
題
」
の
よ
う
に
連

体
修
飾
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
連
用
修
飾
語
と
し
て
は
使

わ
れ
な
い
。
一
方
、「
共
同
」
は
〈
複
数
の
人
や
団
体
が
、
同
じ
目
的
の
た

め
に
一
緒
に
事
を
行
う
こ
と
。〉
を
意
味
し
、「
共
同
で
〜
す
る
」、
あ
る
い

は
「
共
同
作
業
」
の
よ
う
に
、
専
ら
連
用
修
飾
語
と
し
て
使
わ
れ
る
。
し
か

し
、
明
治
初
期
に
お
い
て
「
共
同
」
と
「
共
通
」
の
区
別
は
必
ず
し
も
明
確

で
は
な
く
、今
日
か
ら
見
れ
ば
や
や
違
和
感
の
あ
る
使
用
例
も
少
な
く
な
い
。

（
３６
）
一
物
ニ
テ
共
通
所
有
者
ア
ル
財
産
ヲ
人
数
ニ
テ
分
チ
之
ヲ
所
有
ト
ス

ル
ニ
於
テ
争
論
ヲ
生
ス
ル
ア
リ
法
律
上
ニ
テ
各
ノ
分
料
ヲ
定
ム
ル
規
則

ヲ
設
ケ
タ
リ
。
（『
法
律
概
論
』
巻
之
上
中
金
正
衡

一
八
七
八
年
）

こ
こ
の
「
共
通
所
有
者
」
は
現
代
語
で
は
「
共
同
所
有
者
」
と
言
う
べ
き

で
あ
ろ
う
。
朝
日
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
間
蔵
Ⅱ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
検
索
し

た
と
こ
ろ
、「
共
通
所
有
」
は
一
件
だ
け
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
共
同
所
有
」

の
方
は
四
五
四
件
も
ヒ
ッ
ト
し
た
。

（
３７
）
線
路
共
通
使
用
の
協
議

其
協
定
書
に
よ
れ
ば
一
共
同
使
用
の
区
域

は
市
街
鉄
道
会
社
に
特
許
せ
ら
れ
た
る
線
路
中
神
田
区
須
田
町
角
よ
り

萬
世
橋
南
手
に
至
る
迄
の
間
に
於
て
延
長
線
約
百
五
十
間
と
す
、
一
共
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同
使
用
中
は
軌
道
の
布
設
電
力
の
供
給
及
修
繕
保
存
等
凡
て
東
京
電
車

鉄
道
会
社
の
負
担
と
し
、
（
朝
日
新
聞

一
九
〇
三
年
九
月
十
五
日
）

こ
の
題
は
「
線
路
共
通
使
用
の
協
議
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
文
中

で
は
「
共
同
使
用
」
と
い
う
表
現
が
二
回
も
使
わ
れ
て
い
る
。そ
の
他
に
も
、

一
八
九
七
年
の
朝
日
新
聞
で
数
回
報
道
さ
れ
た
東
京
海
上
、
日
本
海
陸
、
帝

国
海
上
三
保
険
会
社
に
よ
る
「
共
通
計（

１５
）算」
も
実
際
は
「
共
同
計
算
」
の
こ

と
で
あ
る
。

（
３８
）
第
百
七
十
四
条

婚
姻
ノ
契
約
ニ
因
リ
特
別
ニ
処
分
セ
シ
財
産
ヲ
除

ク
ノ
外
夫
婦
同
室
セ
シ
日
ヨ
リ
其
夫
婦
ノ
間
ニ
適
法
ノ
財
産
共
通
有
リ

ト
ス
。

第
百
七
十
六
条

共
通
財
産
ノ
負
債
ト
成
ル
物
ハ
婚
姻
ヲ
成
ス
前
又
ハ

其
婚
姻
ヲ
成
ス
時
配
偶
者
ノ
為
シ
タ
ル
諸
負
債
ト
ス
。

（『
荷
蘭
国
民
法
』
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
ド
・
サ
ン
ジ
ョ
セ
フ
著

司
法

省
蔵
版

一
八
八
二
年
）

第
百
七
十
四
条
の
「
財
産
共
通
」
と
第
百
七
十
六
条
の
「
共
通
財
産
」
は

現
代
語
で
な
ら
ば
、「
財
産
共
有
」
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
朝
日

新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
検
索
し
た
と
こ
ろ
、「
共
有
財
産
」
は
一
一
七

七
件
、「
共
通
財
産
」
は
六
十
件
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
下
記
の
用
例
３９
の
「
共

通
」
も
現
代
語
で
は
「
共
有
」
に
当
た
る
。

（
３９
）
当
局
者
は
市
内
の
教
育
費
は
総
て
共
通
と
し
市
住
民
の
子
弟
は
其
使

用
す
べ
き
小
学
校
を
限
ら
る
る
こ
と
な
く
何
れ
の
小
学
校
に
も
登
る
こ

と
を
得
る
こ
と
と
為
す
。（
朝
日
新
聞

一
八
九
九
年
九
月
十
三
日
）

（
４０
）
万
国
子
午
線
会
議
に
て
英
国
グ
リ
ー
ン
ニ
ッ
チ
子
午
線
を
普
通
の
経

度
零
点
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
を
可
決
せ
し
旨
は
巳
に
先
号
に
掲
げ
し

が
。

（
朝
日
新
聞

一
八
八
四
年
十
一
月
十
八
日
）

文
中
の
「
普
通
の
経
度
零
点
」
は
今
日
で
は
「
共
通
の
経
度
零
点
」
と
す

べ
き
で
あ
ろ
う
が
、「
普
通
」
を
使
う
の
は
当
時
に
お
い
て
両
者
の
区
別
が

必
ず
し
も
厳
然
と
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え

ば
、『
附
音
插
図
英
和
字
彙
』（
柴
田
昌
吉

一
八
七（

１６
）三）
で
はcom

m
on

の
訳
語
に
「
通
例
ノ
、
普
通
ノ
、
平
常
ノ
、
一
般
ノ
、
凡
俗
ノ
」
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。

９.３

そ
の
他
の
「
共
通
」

（
４１
）
資
本
の
共
通
茲
に
行
は
れ
、
商
工
業
の
發
達
に
極
め
て
利
便
を
與
へ

た
る
も
の
な
り
と
云
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

（『
外
資
輸
入
国
と
し
て
の
日
本
』
近
藤
廉
平

一
九
〇
一
年
）

（
４２
）
第
三
に
米
、
鹽
の
如
き
必
需
の
食
料
品
は
成
る
べ
く
内
國
に
て
事
足

る
や
う
に
す
る
を
得
策
と
す
。
人
或
は
曰
く
今
日
は
經
濟
關
係
に
於
て

世
界
共
通
の
時
代
に
入
れ
り
、
宜
し
く
彼
れ
の
長
を
採
り
て
我
れ
の
短

を
補
ふ
べ
し
。

（『
行
政
及
税
制
整
理
』
元
田
肇

一
九
〇
九
年
）

（
４３
）
親
子
共
通

土
佐
幡
多
郡
七
郷
某
年
六
十
余
酌
婦
を
落
籍
せ
し
め
て

息
子
の
妻
と
な
し
親
子
共
通
和
気
藹
然
た
り
と
敗
倫
の
極
。

（
朝
日
新
聞

一
八
九
八
年
五
月
二
十
九
日
）

（
４１
）（
４２
）
の
「
共
通
」
は
〈
相
通
じ
る
〉
と
い
う
よ
り
、〈
往
来
し
あ

う
、
交
流
し
あ
う
〉
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
（
４３
）
の
「
共
通
」
は

〈
共
に
私
通
す
る
〉
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

１０

ま
と
め

古
代
中
国
語
に
お
い
て
は
、『
漢
末
英
雄
伝
』（
王
粲

約
二
〇
八
年
）
に
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「
共
通
」
と
い
う
組
み
合
わ
せ
で
、〈
往
来
し
あ
う
、
通
好
し
あ
う
〉
の
意

で
古
く
用
い
ら
れ
た
。
他
に
も
〈
方
法
や
理
が
通
じ
合
う
〉、〈
共
に
密
通
す

る
〉、〈
共
に
通
う
〉
な
ど
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
呈
し
て
い
た
が
、
こ

れ
ら
は
い
ず
れ
も
語
と
し
て
い
ま
だ
熟
し
て
お
ら
ず
、
臨
時
的
な
組
み
合
わ

せ
で
あ
っ
た
。一
九
〇
六
年
以
降
頻
繁
に
中
国
語
に
登
場
し
て
き
た
「
共
通
」

は
中
国
語
内
部
の
独
自
変
化
と
考
え
に
く
く
、
日
本
語
か
ら
借
用
し
た
語
で

あ
る
。
一
方
、
日
本
語
に
お
い
て
は
江
戸
時
代
ま
で
の
使
用
は
ほ
ぼ
皆
無
の

状
態
で
あ
っ
た
が
、
明
治
期
に
入
り
、〈
相
通
じ
る
、
全
て
に
通
じ
る
〉
と

い
う
意
を
中
心
に
し
て
使
わ
れ
始
め
、
現
代
語
の
「
共
通
」
に
繋
が
る
。
そ

し
て
、
当
時
「
共
通
」
は
「
共
同
」、「
共
有
」、「
普
通
」
な
ど
の
語
と
の
境

界
線
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
か
っ
た
。

現
代
中
国
語
で
「
共
通
」
が
ほ
ぼ
「
共
同
」
に
侵
食
さ
れ
て
い
て
、
あ
ま

り
用
い
ら
れ
な
い
の
に
対
し
て
、
現
代
日
本
語
で
は
「
共
通
」
が
そ
の
ま
ま

用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
日
本
語
に
お
け
る
「
共
同
」
が
〈
複
数
の
人
や

団
体
が
、
同
じ
目
的
の
た
め
に
一
緒
に
事
を
行
っ
た
り
、
同
じ
条
件
・
資
格

で
か
か
わ
っ
た
り
す
る
こ
と
〉
と
い
う
意
で
、「
共
通
」
と
は
重
な
ら
な
い

の
に
対
し
て
、
中
国
語
に
お
け
る
「
共
同
」
の
意
味
は
は
る
か
に
広
い
。〈
一

緒
に
事
を
行
う
〉
だ
け
で
は
な
く
、〈
共
有
〉（
中
国
語
の
「
夫
婦
共
同
財
産
」

は
日
本
語
で
な
ら
「
夫
婦
の
共
有
財
産
」
に
当
た
る
）、〈
相
通
じ
る
〉、〈
全

て
に
通
じ
る
〉
ま
で
も
含
ま
れ
て
い
る
。
旧
来
の
「
共
同
」
が
意
味
的
に

「
共
通
」
を
カ
バ
ー
で
き
、
し
か
も
発
音
が
い
ず
れ
も
「GO

N
G
T
O
N
G

」

で
あ
る
た
め
に
、
現
代
中
国
語
に
お
い
て
「
共
通
」
は
あ
ま
り
使
わ
れ
て
い

な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注

（
１
）
訳
文
は
筆
者
に
よ
る
も
の
、
以
下
同
様
。
ま
た
体
裁
を
統
一
す
る
た
め

に
、『
漢
語
大
詞
典
』
の
辞
書
記
述
を
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
風
に
整
え
、

ま
た
用
例
の
成
立
年
代
も
調
べ
て
付
し
た
。

（
２
）『
漢
語
大
詞
典
』
で
は
用
例
の
成
立
年
代
が
付
さ
れ
て
い
な
い
。
王
忍

之
他
の
『
辛
亥
革
命
前
十
年
間
時
論
選
集
』
第
二
巻
（
三
聯
書
店

一
九

六
〇
）
に
よ
る
と
、
劉
顯
志
の
「
論
中
國
教
育
之
主
義
」
は
一
九
〇
七
年

の
『
中
国
新
報
』
に
載
せ
ら
れ
た
。ま
た
楊
景
玉
の
「
近
代
教
育
的
肇
端
、

発
展
及
現
代
啓
示
」（
内
蒙
古
師
範
大
学
学
報
二
〇
一
四
年
九
期
）
に
も

同
様
の
指
摘
が
あ
る
。

（
３
）
現
代
日
本
語
に
お
け
る
「
共
通
事
業
」
の
用
例
調
査
に
は
朝
日
新
聞
記

事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
間
蔵
Ⅱ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
を
用
い
た
。

（
４
）
佐
藤
亨
『
現
代
に
生
き
る
幕
末
・
明
治
初
期
漢
語
辞
典
』（
明
治
書
院

二
〇
〇
七
）
一
八
九
頁
。

（
５
）
水
澤
周
訳
注
『
現
代
語
訳
特
命
全
権
大
使
米
欧
回
覧
実
記
』（
慶
應
義

塾
大
学
出
版
会

二
〇
〇
八
）
七
十
九
頁
。

（
６
）
瑯
邪
相
は
官
職
名
。
琅
邪
は
中
国
に
か
つ
て
存
在
し
た
郡
。
秦
代
か
ら

唐
代
に
か
け
て
、
現
在
の
山
東
省
東
南
部
と
江
蘇
省
東
北
部
に
ま
た
が
る

地
域
に
設
置
さ
れ
た
。

（
７
）
羅
竹
鳳
他
『
漢
語
大
詞
典
』（
上
海
辞
書
出
版
社

一
九
八
六
）
第
十

巻
九
二
一
頁
。

（
８
）
羅
竹
鳳
他
『
漢
語
大
詞
典
』（
上
海
辞
書
出
版
社

一
九
八
六
）
第
十

巻
九
二
五
頁
。

（
９
）
盧
公
明
（Justin

D
oolittle

）『
英
華
萃
林
韻
府
』（Foochow

Rozario,M
araland

Com
pany

一
八
七
二
）
四
九
七
頁
。

（
１０
）
羅
存
德
（W

ilhelm
Lobscheid

）『
英
華
字
典
』（H

ong
K
ong

T
he
D
aily
prsessoffice

一
八
六
六
〜
一
八
六
九
）
三
三
七
頁
。

（
１１
）
一
八
七
二
年
四
月
三
十
日
創
刊
、
一
九
四
九
年
五
月
二
十
七
日
廃
刊
。
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中
国
近
現
代
史
の
百
科
全
書
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
重
要
な
新
聞
。

（
１２
）
羅
存
德
（W

ilhelm
Lobscheid

）『
英
華
字
典
』（H

ong
K
ong

T
he
D
aily
prsessoffice

一
八
六
六
〜
一
八
六
九
）
八
九
〇
頁
。

（
１３
）
井
上
哲
次
郎
『
增
訂
英
華
字
典
』（
藤
本
氏
蔵
版

一
八
八
四
）
五
四

七
頁
。

（
１４
）
中
金
正
衡
『
法
律
概
論
』（
真
宗
東
派
本
願
寺

一
八
七
八
）
六
四
頁
。

（
１５
）
朝
日
新
聞
に
お
け
る
初
回
報
道
は
一
八
九
七
年
一
月
十
二
日
の
六
頁
三

段
、
題
は
「
海
上
保
険
の
共
通
計
算
」。

（
１６
）
柴
田
昌
吉
『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』（
日
就
社

一
八
七
三
）
一
七
六

頁
。

（
こ
し
ん
し
ょ
う

大
学
院
博
士
後
期
課
程
在
学
生
）
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